
あ
と
が
き
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私
の
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
の
は
じ
ま
り
は
、

け
る
他
者
や
異
邦
人
の
表
象
研
究

i

!
と
く
に
女
性
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
新
世
界
の
原
住
民
、
ム
ア
人
等

l
l
i
と
、
初
期
、
ヴ
ァ

i
ジ
ニ

ア
植
民
地
ニ
一
一
口
説
を
は
じ
め
と
す
る
旅
行
文
学
研
究
で
あ
っ
た
。
ニ

O
O
一
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
世
界
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
学
会
(
五
年
ご
と
の
関
鑑
)
は
旅
行
文
学
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
予
定
で
あ
っ
た
の
、
だ
が
、
同
年
四
月
に
筑
波
大
学
に
移
籍
し
、

多
忙
を
き
わ
め
た
せ
い
で
参
加
を
断
念
し
た
。
覚
悟
の
上
と
は
い
え
、
往
復
五
時
間

i

i
二

O
O
五
年
八
月
の
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
間
通
後
は
往
復
四
時
間

i
i
i
の
遠
距
離
通
勤
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、
ま
っ
た
く
新
た
な
環
境
に
お
か
れ
て
、
膨
大
な
旅
行
文

学
の
文
献
を
渉
猟
す
る
研
究
活
動
は
中
止
せ
、
さ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
倉
庫
に
残
っ
て
い
た
と
い
う
一
九
世
紀
を
代
表

す
る
女
性
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ
・
パ

i
ド
の
最
後
の
一
組
の
全
集
を
入
手
し
た
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
読
ま
ず
に
書
架
に
放
置
せ
、
ざ
る
を

一
九
九

0
年
代
か
ら
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
演
劇
に
お

え
な
く
な
っ
た
口

東
京
の
大
学
で
は
非
常
勤
講
師
と
し
て
英
文
学
の
講
義
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、
筑
波
大
学
で
は
、
回
際
総
合
学
類
で
世
界
中
か
ら

の
多
数
の
協
学
生
も
履
修
す
る
奨
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
講
義
を
英
語
で
お
こ
な
い
、
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
・
文

芸
・
一
一
一
一
口
語
専
攻
総
合
文
学
領
域
で
は
多
数
の
主
に
ア
ジ
ア
(
韓
国
、
中
呂
、
台
湾
、
イ
ン
ド
、
ト
ル
コ
、
極
東
ロ
シ
ア
ほ
か
)
か
ら
の

留
学
生
の
日
本
文
学
・
文
化
研
究
や
比
較
文
学
研
究
の
指
導
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
新
し
い
環
境
の
中
で
、
私
自
身
、
が
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
の
テ
ク
ス
ト
や
演
劇
に
、
文
化
学
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
を
と
り
い
れ
た
、
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
お
こ
な
う
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
旅
行
文
学
の
研
究
者
か
ら
、
い
つ
の
間
に
か
自
分
自
身
、
が
旅
行
者
や
異
邦
人
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
も
い
え

一
O
年
ほ
ど
の
試
行
錯
誤
を
へ
て
、
気
が
つ
い
て
み
る
と
、
「
世
界
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
上
演
を
と
お
し
た
異
文
化

一
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
交
付
、
(
基
盤

(
C
)
、
研
究
代
表
者
/
浜
名
)

る
。
と
も
あ
れ
、

理
解
教
育
」
と
い
う
新
し
い
研
究
領
域
(
平
成
二
一
二
1
1
2



応
の
成
果
を
問
え
る
段
階
に
ょ
う
や

を
曲
が
り
な
り
に
も
開
拓
し
て
い
た
。
今
後
さ
ら
に
研
究
を
つ
ぐ
つ
け
る
予
定
、
だ
が
、
今
回
、

く
た
ど
り
つ
け
た
の
で
、
上
梓
す
る
こ
と
に
し
た
。

本
帯
一
一
日
を
執
筆
す
る
た
め
に
、
国
内
外
で
多
数
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
す
ぐ
呂
に
浮
か
ぶ
の
は
、
首
都
ブ
ダ
ペ
ス

ト
か
ら
国
境
付
近
の
ジ
ュ
ラ
へ
向
か
う
列
車
の
中
で
一
致
団
結
し
て
私
を
目
的
の
駅
で
降
ろ
し
て
く
れ
た
親
切
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
皆

さ
ん
、
ま
た
、
電
子
メ
ー
ル
と
携
帯
電
話
を
駆
使
し
て
、
コ
ル
カ
タ
か
ら
ブ
ダ
ガ

i
ヤ
へ
の
旅
を
ま
る
で
妖
精
の
よ
う
に
支
援
し
て

く
れ
た
、
筑
波
大
学
大
学
院
の
イ
ン
ド
人
留
学
生
ラ

i
ジ
さ
ん
と
友
人
の
プ

i
ナ
ム
さ
ん
と
ラ
チ

i
タ
さ
ん
。
本
書
を
完
成
す
る
た

め
に
申
請
し
た
二

O
一
一
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
サ
パ
テ
イ
カ
ル
を
認
め
て
く
だ
さ
っ
た
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究

科
に
感
謝
す
る
。
「
ま
ち
が
い
の
狂
一
一
一
一
口
」
『
赤
鬼
』
「

T
h
e
B
e
e」
の
写
真
の
掲
載
に
関
し
て
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
河
合
祥
一
郎
氏
、

舞
台
写
真
の
入
手
に
隠
し
て
助
言
し
て
く
だ
さ
っ
た
小
林
か
お
り
氏
に
心
か
ら
お
札
を
申
し
上
げ
る
。
お
名
前
は
あ
げ
な
い
が
、
私

の
研
究
を
応
援
し
て
く
れ
た
そ
の
他
の
友
人
、
知
人
の
皆
様
に
一
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
母
に
感
識
す
る
。

本
書
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
論
文
の
大
半
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
報
告
は
、
そ
れ
ぞ
れ
私
が
研
究
代
表
者
を
務
め
た
次
の
二
つ

の
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
で
あ
る
。
平
成
一
六

i
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
交
付
、
研
究
課
題
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ゼ
ア
演

劇
に
お
け
る
異
文
化
コ
ン
フ
リ
ク
ト
理
解
の
た
め
の
分
析
モ
デ
ル
構
築
」
(
基
盤

(
C
)
)
と
、
平
成
一
九

i
一
二
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
交
付
、
研
究
課
題
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ど
ア
演
劇
の
異
文
化
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
/
相
互
理
解
促
進
モ
デ
ル
」
(
基
盤
(

C

)

)

(

ホ
i

ム
ペ

i
ジ
吉
壱
込
者
三
者

b
g
F
E
E
S
E
C
B
)
。
日
本
学
術
振
興
会
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

幸
い
に
し
て
、
本
書
は
筑
波
大
学
出
版
会
か
ら
出
版
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
貴
重
な
意
見
を
く
だ
さ
っ
た
筑
波
大
学

出
版
会
の
編
集
委
員
、
向
出
版
会
の
安
田
百
合
さ
ん
、
丸
善
プ
ラ
、
ネ
ッ
ト
の
担
当
者
の
皆
様
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

O 

一
年
八
月
吉
司

名

恵
美

あとがさ再229
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第2部 アジアのインターカルチュラル・コラボレーション

第 7章

「異文化演劇コラボレーションの成果と課題ーアジア四カ国共同制作作品『モバイル」に焦

点をあわせて」筑波大学大学院人文社会科学研究科文芸・言語専攻紀要「文艇言語研究

文藝編』，第51巻 (2008年3月）： 11-26.

第 8章

『言葉の絆：藤原保明博士還暦記念論集』開拓社，浜名恵美著「異文化派劇の21世紀一共生

と共創のために」， 2006年9月，533-45.
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第 9章
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たちの旅程ー移動と変容の中の文学』所収（花書院、 2008年3月） 314-27.
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第 10章
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